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投資環境 2026年6月23日 

米・イラン和平合意を受けた金融市場の動向 

6月 17日、米国とイランは戦闘終結で暫定合意しました。2月末から始まった中東の紛争はいった
ん収束に向かう見込みです。戦闘終結を受けて、原油の供給不安が和らぐとの期待が高まり、原油価格
が下落するなど金融市場は変動しています（図表 1）。また、先週は日米の金融政策会合も実施されまし
た。ここでは、米・イラン和平合意など最近のイベントを受けた金融市場の動向を整理し、今後の展開
をまとめたいと思います。 
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図表1. 原油価格（WTI）（ドル）

（注）データは25年初～26年6月22日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成 （年/月、日次）

▣  株式市場 

戦闘終結を好感し、内外の株式市場は上昇しています。とくに日経平均株価は、節目となる７万円を
突破するなど大きく上昇しています（図表 2）。力強く上昇しているのは、AI 需要拡大の恩恵を受ける
ことが期待できる半導体株や電子部品株です。とくに、半導体メモリーを製造するキオクシアホールデ
ィングスや AIサーバー向けの電子部品を製造する村田製作所などの株価上昇が顕著です（図表 3）。 
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図表2. 日経平均株価
（円）

（年/月、日次）（注）データは26年初～26年6月22日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表3. キオクシアと村田製作所の株価

キオクシアホールディングス（左目盛） 村田製作所（右目盛）

（円）

（年/月、日次）

（注）データは26年初～26年6月22日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成

（円）

 

▣  債券市場 

戦闘終結合意を受けた原油価格下落を背景に、国内外の長期金利の上昇が一服しています（図表 4）。
市場が予想する今後のインフレ率が低下するなど（図表 5）、インフレ上振れ懸念が後退しており、将来
のインフレ見通しの影響を受けやすい長期金利の押し下げ要因になっているとみられます。 

日米の金融政策会合を受けた長期金利の反応も限定的でした。日本では、日銀が政策金利を引き上げ
ましたが、事前に予想されていたこともあり、長期金利の上昇は限定的でした。また米国では、米連邦
公開市場委員会（ＦＯＭＣ）後の記者会見で、ウォーシュ新米連邦準備理事会（ＦＲＢ）議長がインフ
レ抑制を強調したことから、将来のインフレ期待を反映しやすい長期金利の上昇は抑えられました。 
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図表4. 日米の長期金利

日本（左目盛） 米国（右目盛）

（％）

（年/月、日次）

（％）

（注）データは25年初～26年6月22日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表5. 日米の予想インフレ率

日本 米国

（％）

（年/月、日次）

（注）データは25年初～26年6月22日まで 日米ともに10年ブレークイーブンインフレ率
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成  

▣  為替市場 

米国とイランが戦闘終結で合意したとの報道を受けて、有事のドル買いが巻き戻され、一時ドル円は
160円を割り込む場面がありました。ただし、その後は、ＦＯＭＣで示された今後の政策金利見通しで、
半数の参加者が年内の利上げ予想を示したことから、ドルが買われ、ドル円は 162円に迫る水準に上昇
しています（図表 6）。 
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図表6. ドル/円（円）

（年/月、日次）（注）データは26年初～26年6月22日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成  

▣  今後の展望 

まずは、原油などのエネルギー供給が正常化していくかどうかが注目されます。17日に米国とイラ
ンは、ホルムズ海峡についてはイランが 30日以内に機雷を除去し、通航量を軍事衝突前の水準に戻す
ことで暫定合意しました。ただし、イスラエルとレバノンの間で緊張が高まったことを理由に、イラン
が 20日に同海峡の再封鎖を発表するなど、航行が正常化するかは不透明です。 

スイスで最終的な和平合意に向けた交渉が行われていますが、暫定合意で制裁免除が盛り込まれるな
どイラン側に有利な内容だとして、与党共和党内で合意に対する不満の声があがっており、和平合意が
成立するかは不透明感が残っています。交渉が進展せず、エネルギー供給の正常化に時間を要すると、
原油価格などのエネルギー価格が再び上昇し、金融市場の逆風となる恐れがあります。 

株式市場については、AI需要の拡大を背景とする半導体企業などの業績改善が追い風となる見込みで
す。ただし、ＮＴ倍率（日経平均株価÷TOPIX）は 17.5倍超と過去最高水準に達しており、日経平均
の割高感が強まっていることには注意を要します（図表 7）。割高感が意識されると、日経平均は利益確
定売りが広がり、調整する展開も想定されます。 

債券市場については、金融政策をめぐる思わくが相場を動かす材料となりそうです。日本では、年内
に追加利上げが実施されるとの見方が有力です（図表 8）。24日に公表される 6月会合の「主な意見」
で政策委員が追加利上げに関してどのように言及したか、注目されます。米国でも、年内に政策金利が



しんきんアセットマネジメント投信株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商） 第３３８号

Shinkin Asset Management Co., Ltd. 加入協会／一般社団法人資産運用業協会

〒104-0031東京都中央区京橋３丁目８番１号 URL：https:// www.skam.co.jp  

※最終頁の「本資料に関してご留意していただきたい事項」を必ずご確認ください。    Shinkin Asset Management Co., Ltd.  3  
 

投資環境                                      2026年6月23日 

引き上げられるとの見方が有力となっています（図表 9）。今週以降、複数のＦＲＢ高官が講演する予定
で、今後の政策運営についてどのような言及をするか注目されます。また、25日発表の個人消費支出
（ＰＣＥ）統計などの経済・物価動向に関する米経済指標も債券市場の変動要因となりそうです。 

足元は、日米ともに中東の紛争前と比べて、政策金利見通しが切りあがっています。ただし、原油価
格が下落し、日米の中央銀行が利上げに消極的な意向を示した場合は、日米の長期金利が低下する展開
も想定されます。 

外国為替市場については、米国と比較した国内の実質金利（名目金利－インフレ率）は低水準が続い
ていることから、円安圧力が継続する見込みです（図表 10）。ただし、片山財務大臣が「投機的な動き
があれば断固とした措置をとる」と述べるなど、日本政府・日銀による為替介入が実施される可能性も
あります。為替介入が実施されると、一時的に円高が進む展開も想定されます。 

8

10

12

14

16

18

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

図表7. NT倍率（日経平均÷TOPIX）

（年、日次）（注）データは16年初～26年6月22日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表8. 市場が織り込む日本の政策金利
2026/2/27

2026/6/22

(%)

(限月)（注）金利先物から算出
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表9.  市場が織り込む米国の政策金利
2026/2/27
2026/6/22

(%)

(限月)
（注）金利先物から算出
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表10. 日米実質金利差（10年）
（%）

（年/月、日次）（注）データは25年初～26年6月22日まで
実質金利は、名目金利からブレークイーブンインフレ率を差引いて計算

（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成  

（ストラテジスト 澤村一樹） 
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